
2009/８/１９　連携会議第２１号

各校事務職員様
連携会議事務局長　常　陸　敏　男
富良野市連携会議・旭川市協議会交流について
　日頃の事務実践大変ご苦労様です。
　７月３０日富良野市連携会議、８月４日旭川市協議会、と２カ所を訪問し交流を行ったので報告します。
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【７月３０日　富良野市連携会議の夏季研修会：富良野市立図書館】
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　７月２１日の富良野市連携会議訪問の祭にお誘いをいただき、高橋議長と常陸事務局長の２名で参加をしました。日程に沿って報告をします。
１．連携会議研修会：諸費納入について　実態交流
[image: image4.jpg]


　　「学校で諸費として集めている給食費を将来的に直接センターに払うような方法に切り替えるため、各学校の実情や課題を洗い出し、実態を知る機会とする」として、交流を行いました。丁度石狩連携会議でも、未納金問題調査を行っているので、その集計速報を持参し交流しました。
　　諸費納入に係わっては、石狩市も富良野市も、各学校で様々な実態があることや、抱える課題も同じようなものであることを感じました。
２．講話：学校事務職員の置かれている状況

　　麓郷小学校の佐々木雅臣さん（元全道協議会事務局長）が「学校事務の『創造』から『楽しむ』へ」と題して話をしてくださいました。講演の内容は佐々木さんらしく（？）文学的で難解な内容でしたが、教育委員会職員も参加しての講演会であったことが、大変新鮮でした。（市民図書館の３Ｆに富良野市教委があります）
３．富良野市のスクールニューディールについて
　　スクールニューディール事業に係わる事業計画や「校務用コンピューター導入に係わる基本的な考え方」についての説明が市教委の各担当者からなされ、意見交換が行われました。石狩市では、校長会や教頭会で概要は話されますが、富良野市のように実務担当者にしっかりと説明があることは連携会議のとりくみの成果なのだろうなと感じられるとともに、市教委が事務職員の役割についてしっかりとした認識がある点、石狩市との違いを痛感しました。

４．施設見学：生涯学習センター、山部小学校屋内運動場改築現場、広域連合環境衛生センター
　　市教委の係長さんが運転するマイクロバスで、上記３カ所を訪問。生涯学習センターでは富良野の自然や歴史に関する様々な展示物を拝見するなど、ちょっとした研修旅行気分も味わえました。石狩連携会議でも是非行いたい企画ですが、無理でしょう・・・




【８月４日　旭事教役員研修会　旭川教育会館】

　この日は、旭川市事務職員協議会の要請で、事務局長常陸が旭川教育会館を訪問しました。
　この日の論議は「二本立て運営計画」が中心で、二本立て運営計画を進めるにあたり、校内組織の壁がとりくみの障壁となっているとの観点から、樽川中学校での取り組みを紹介してほしいとの要請を受けて出席したものです。
　常陸からは、昨年度末の市事協定例会で紹介した樽川中学校での二本立て運営計画のとりくみを紹介しながら、経過を詳しく述べて論議に参加しました。

　旭川市では、二本立て運営計画は３割程度の学校でとりくまれているとのことで、石狩管内に比べては進んでいるようですが、やはり大規模校が多いことから、同じような課題を抱えているようです。


連絡です

予算要望資料の提出よろしくお願いいたします。
寝たふりをしているが、ちゃんと話を聞いている高橋議長











展示物に見入る高橋議長：生涯学習センター





建設中の山部小体育館　木材がふんだんに使われている。








